
花
び
ん
を
贈
っ
た
o
ま
た
、
家
長
を
は

じ
め
職
員
一
回
の
趣
向
を
こ
ら
し
た
仮

装
慰
問
、
続
い
て
大
洲
民
謡
ク
ラ
ブ
の

有
志
に
よ
る
民
踊
を
披
ろ
う
。
寝
た
き

り
老
人
は
、
時
な
ら
ぬ
慰
問
に
大
声
を

あ
げ
て
笑
う
な
ど
一
楽
し
い
一
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
機
会
あ
る
と
と

.
に
老
人
ホ
l
ム
を
慰
問
し
て
世
間
ば
な
一
九
月
二
十
二
日
か
ら
十
月
一
日
ま
で
一
大
洲
市
中
村

大
洲
・
喜
多
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
一
り
の
独
居
老
人
を
収
容
す
る
た
め
昨
年
一
こ
の
日
は
河
野
収
入
役
が
職
員
十
八
一
し
に
花
を
咲
か
す
な
ど
レ
て
、
励
ま
レ
一
の
十
日
間
、
全
国
一
斉
に
秋
の
交
通
安
一
四
、
締
切

「
と
み
す
寮
」
で
、
九
月
百
量
二
九
月
に
害
さ
れ
、
現
在
大
洲
古
干
一
人
に
対
し
て
一
簡
易
を
ね
ぎ
ら
つ
一
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
一
全
運
動
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
四
十
七
年
十
月
十
四
日

周
年
を
記
念
し
て
、
慰
闘
行
事
が
行
な
一
人
、
喜
多
郡
十
二
人
、
そ
の
他
の
市
町
一
た
後
、
各
部
屋
を
次
々
に
訪
れ
花
束
や
一
一
松
山
保
線
区
大
洲
保
線
支
区
で
は
、
↑
(
当
日
消
印
有
効
)

わ

れ

ま

し

た

。

一

替

干

一

ニ

人

の

五

十

天

皇

人

選

一

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

一
秩
の
突
通
安
全
運
動
に
か
ん
が
み
、
踏
一
五
、
賞
品

乙

の

養

護

老

人

ホ

|

ム

は

、

寝

た

き

一

望

し

て

い

ま

す

。

一

素

朴

な

風

習

一

切

事

故

を

防

止

す

る

乙

と

言

号

、

一

①

保

線

区

長

賞

一
次
の
と
お
り
懸
賞
募
集
を
行
な
い
ま
す
一
②
大
洲
保
線
支
区
長
賞

t
3
:
'
z
a
k
-
-
Z己正
3
玄
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
一
③
踏
切
保
全
室
妄
賞

L
を
犬
a
C
M寸
カ

最

盛

期

一

一

、

応

募

要

領

一

六

、

発

表

一
①
予
讃
線
、
内
子
線
両
線
の
う
ち
、
一
広
報
お
お
ず
十
月
号
に
掲
載

秋
の
宵
重
量
み
な
が
ら
、
一
て
一
つ
二
つ
・
:
・
と
消
え
て
い
く
。
一
市
内
に
踏
切
が
い
く
つ
あ
る
か
?
一

l

i

l

-

-

一

一

一

乙

の

機

会

に

、

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

時

点

詰

る

民

衆

の

ユ

訪

日

許

可

一

語

切

上

皇

室

長

ト

一

心

身

障

害

者

三

重

所

の

か

た

に

は

、

書

促

進

融

一

一

一

一

台

、

雇

用

奨

ゆ

金

、

職

場

適

応

剤

壁

一

守

一

月
伎
の
肱
川
河
原
は
、
静
と
動
の
調
一
ご
家
族
連
れ
で
、
職
場
の
グ
ル
ー
プ
一
し
た
り
、
車
輸
を
落
と
し
動
げ
な
一
一
雇
用
促
進
月
間
一
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
一

初

日

訪

日

前

訪

問

れ

純

一

で

時

計

詩

町

民

い

れ

官

れ

れ

守

口

時

計

、

年

7月
は

、

心

身

障

害

雇

用

促

進

一

心

身

障

喜

の

需

に

、

ご

男

を

一

軒

許

諾

11ヰ一

が
燃
え
て
盃
に
影
を
う
っ
す
o

一
市
観
光
協
会
へ
0

.

令
、
職
業
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
一
員
で
あ
り
ま
す
。
一
お
願
い
い
た
し
静
子
臓
業
安
定
所
一
両
日
戸
予
定
)
大
洲
市
民
会
館
中
ホ
I
一

血

に

盛

ら

れ

た

芸

、

箸

に

さ

さ

れ

こ

人

一

枚

に

か

ぎ

り

ま

す

。

」

王

安

定

所

で

は

、

を

に

心

E
l
-
-
lー一
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
受
講
さ
一
風
で
、
テ
レ
ピ
ア
ン
テ
ナ
や
樹
木

一
一
、
応
募
資
格
一
喜
を
対
象
と
レ
て
、
職
業
相
談
、
就
一
林
業
架
線
技
師
免
許
一
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
o

一
が
倒
れ
た
り
、
震
が
飛
ん
で
襲
が

話

げ

駐

日

間

持

一

一

副

知

計

見

炉

開

山

一

切

替

講

習

会

の

開

催

一

な

お

受

話

手

続

、

そ

の

他

詳

細

に

っ

す

、

乙

れ

に

ふ

れ

て

感

電

す

る

と

い

三

、

送

付

先

一

三

ま

す

か

ろ

、

言

翠

2
5、
一
休
業
労
働
災
害
防
止
芸
愛
媛
県
支
一
い
て
は
、
松
山
県
事
務
所
大
洲
出
張
所
一
っ
た
災
害
が
、
よ
く
あ
り
ま
す
o

I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
-
-
1
1
1
1
1
1
1

一
林
業
課
ま
た
は
、
大
開
市
森
林
組
合
ま
一
と
の
よ
う
な
感
電
事
故
を
な
く
す
た

一
者
等
の
お
世
話
を
す
る
家
庭
は
、
約
三
一
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
一
め
、
次
の
乙
と
を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

喜

ば

れ

る

一

十

世

帯

で

す

。

一

戸

市

産

業

第

一

課

)

一

一

、

電

線

に

近

い

ア

ン

テ

ナ

は

、

裏

一

乙

の

制

度

が

始

ま

っ

て

か

ら

今

年

で

一

一

に

ふ

れ

る

と

火

災

や

停

電

の

も

と

に

ホ

!

ム

ヘ

ル

パ

!

必

舌

躍

一

五

昔

、

身

の

副

り

の

世

話

ば

か

り

で

一

職

業

訓

練

校

の

一

な

り

ま

す

。

他

の

場

所

に

移

し

て

酉

J

J

一

号

、

喜

び

ゃ

、

悩

み

の

相

談

に

応

じ

一

生

徒

募

集

一

定

し

ま

し

ょ

う

。

一

る

な

ど

レ

て

、

今

で

は

、

人

生

の

さ

さ

一

一

ニ

、

電

線

に

近

い

木

の

枝

も

、

停

電

ゃ

か
ら
だ
の
不
自
由
な
か
た
が
た
に
、
一
く
た
め
、
四
人
の
ホ
i
ム
ヘ
ル
パ

l
(
一
え
と
な
り
、
毎
日
の
蓄
が
待
ち
遠
し
一
県
立
専
修
職
業
訓
練
校
で
は
、
新
し
一
襲
の
も
と
で
す
。
四
国
電
力
へ
連

し
あ
わ
せ
な
日
々
を
す
ご
レ
て
い
た
だ
一
家
庭
奉
仕
員
元
官
対
象
の
家
庭
一
「
い
様
撃
子
で
実
大
変
警
一
宣
喜
宣
喜E
ば
託
れ
て
芸
お
り
皇
ま
す
。
一

7い時
需
代
に
長
対
応
警
す
る
優
雲
秀
雲
な
語
技
能
著
者
を
一

τ絡して、切
胃
つ
て
芸
お
き
霊
ま
し
旨
よ

2う。

.1!
里!喜芸

.i1EE-至

で
遠
警
く
か

2ら運
警
ば
れ

Eたも
お
の
で

Eあり

ιι皿旦一
ホ
よ
へ

?Jノ
と

b
Z
L一
れ
る
か
た
は
、
も
よ
り
の
民
生
委
員
さ
聾
莱
訓
練
校
の
生
撃
を
よ
り
募
集
一
で
、
す
ぐ
四
国
電
力
へ
連
絡
し
ま
し

そ
の
ヨ
一
つ
に
「
言
わ
れ
」
の
あ
山
一
不
自
由
な
入
ゃ
、
ひ
と
り
暮
し
の
お
年
一
ん
か
、
市
福
利
事
務
所
、
大
洲
市
社
会
一
し
て
い
ま
す
。
一
ょ
う
o

f
n
f
j一
言
明
日
H
A
U
Tー
枯

れ

れ

?

一

一

五

時

四

了

以

上

の

者

で

ま

し

一

四

語

刊

誌

マ

蓬
来
山
の
奇
岩
と
と
も
に
四
季
を
し
山
一

-

f

ぷ

-

て

、

昭

和

四

十

八

年

三

月

率

業

予

定

一

四

国

電

力

じ

て

訪

れ

る

客

が

多

く

、

深

淵

は

夏

四

一

者

で

性

別

は

問

い

ま

せ

ん

。

一

I
l
l
l
i
-
-

の

夕

べ

鵜

飼

舟

の

も

や

う

と

と

ろ

で

山

一

二

、

入

校

手

続

一

愛

媛

県

警

察

官

d
uパ
ド

絶

景

の

エ

メ

一

フ

ル

一

一

前

日

開

臨

時

長

崎

一

採

用

試

験

一

す

。

必

要

事

項

を

記

入

し

て

、

も

よ

一

昭

和

総

年

4
月
に
採
用
す
る

乙

の

山

の

向

う

を

ひ

じ

町

と

申

レ

四

一

り

の

公

共

職

業

安

定

所

へ

提

出

し

て

一

愛

媛

県

警

察

官

(

巡

査

)

の

採

用

ま

し

て

、

明

治

を

偲

ぶ

に

足

る

軒

並

叩

く

だ

さ

い

。

一

試

験

を

行

な

い

ま

す

。

が

連

な

り

、

臥

龍

と

と

も

に

、

こ

の

四

一

ニ

、

受

付

期

間

一

受

付

期

間

9
月
は
日

t
m

あ

た

り

は

坊

ち

ゃ

ん

の

ロ

ヶ

、

近

く

山

昭

相

四

十

七

年

十

一

月

一

日

1
昭

和

一

月

仰

日

は

お

は

な

は

ん

ロ

ケ

地

と

な

っ

た

所

四

四

十

八

年

一

月

末

日

。

一

当

日

消

印

有

効

で

ご

ざ

い

ま

す

。

叩

詳

レ

い

乙

と

は

、

県

労

政

訓

練

課

ま

一

詳

し

い

こ

と

は

、

大

洲

警

察

市

商

工

観

義

一

↑

た

は

、

各

専

修

職

業

訓

練

校

に

お

問

い

一

署

に

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

一

ぃ

。

20日

よい風習を育て、

住みよい環境をづくる。
交通規則を守り、事故をおこさないようにする。

家の内外をきれいにし、気持のよい環境をつくる

(大洲市民憲章〉

3期税険保;号令:息r伊:~，納:畿:~~;~

嗣相 47年 9月
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寝

た

き

り

老

人

を

問
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i
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i
i
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z
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新
農
業
委
員
決
ま
る

第 19 9号

市の人口(9月1日)

人口 38.171人
男 IS，006人女

世帯数 10，346世帝
面積 240，Q3平方キロメートル

発行大洲市役所

編集総務課

任
期
満
了
に
と
も
な
う
農
業
委
員
会
一
宇
都
宮
敏
伯
野
田
J

委
員
の
選
挙
は
、
九
月
九
日
に
行
な
わ
一
第
コ
薄
寒
十
区
へ
定
数
四
人
ず

れ
次
の
十
九
八
の
か
た
が
た
が
農
業
委
一
普
見
庫
重
(
蔵
川
ず

員
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
第
二

1
第

一

黒

田

一

郎

「

成

能

)

五
選
挙
区
で
は
候
補
者
が
定
数
を
乙
え
一
大
野
保
明
(
宇
津
d

な
い
た
め
、
無
叫
目
黒
で
当
選
者
が
決
ま
一
大
野
豊
(
菅
田
)

り

ま

レ

た

。

一

第

四

選

挙

区

へ

定

数

回

人

)

第

一

選

挙

区

定

数

五

人

)

一

亀

岡

利

彦

(

喜

多

山

)

大

森

重

穂

一

徳

森
J

-

袖

岡

光

徳

(

新

谷

)

井
上
蒋
高
(
五
勝
)
一
一
一
骨
岡
寿
美
夫
へ
田
処
)

中

野

恒

義

「

者

宮

)

一

竹

田

伝

{

柳

沢

)

上
州
政
光
(
西
大
洲
)
一
第
五
選
挙
区
定
数
三
人
)

武

田

芳

朗

(

田

口

)

久

保

幸

一

(

八

多

-

耳

目

)

第

二

選

挙

区

定

数

三

人

)

林

田

義

明

(

多

国

)

眉

丙

二

則

-

長

谷

)

上

田

喜

重

(

上

須

戒

)

山
本
智
彦
(
平
地
)

20，165人

(1) 

慰

花束をうけるねたきり老人

大
洲
商
工
会
議
所

懸

募

集

賞

。。
市
内
の
踏
切
の
数
は
?

踏
切
上
で
エ
ン
ス
ト
し
、
や
む
な
く
列
車
を
止
め
る

場
合
の
処
置
は
?

大
一
洲
保
線
支
区
御
中

H-M
呈-喜一個・・圃喜一=ZE-----E-三重・・・E・E・-=旬

剛-・・・
F
d
H

一
r-一山一
一
大
洲
の
観
光
ガ
イ
ド

圃

』

圃

圃

・

F

圃
円

d寸

m

a司

a
t
i
-
-
J
J
!
?
d
j
t

ひ
じ
川
、
ひ
じ
町
、
ひ
じ
の

一

臥

龍

ケ

淵

名

は

お
ひ
じ
ち
ゃ
ん
か
ら
と
っ
た
と
か

剛
再
び
車
は
城
下
町
の
名
残
り
を
そ
悲
哀
に
ま
つ
わ
る
数
々
の
語
り
草

田
乙
と
と
に
と
ど
め
て
い
る
町
並
を
ぬ
も
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

聞
い
ま
し
て
三
分
、
臥
龍
ケ
淵
で
ご
ざ
臥
龍
山
荘
は
、
明
治
の
末
頃
十
年

一

い

ま

す

。

の

歳

月

と

巨

額

の

費

用

を

つ

ぎ

乙

ま

剛
臥
龍
と
い
え
ば
そ
の
昔
れ
た
建
物
で
、
景
よ
し
、
庭
よ
し
、

町
大
洲
小
町
の
お
ひ
じ
ち
ゃ
ん
構
え
よ
レ
、
大
洲
の
桂
離
宮
と
申
レ

岨
お
小
姓
姿
の
龍
と
は
知
ら
ず
で
も
過
量
一
回
で
な
い
と
存
じ
ま
す
。
京

町
恋
に
燃
え
た
が
情
の
仇
都
か
ら
、
は
る
ば
る
技
術
者
を
招

回
臥
龍
ケ
淵
に
身
を
果
す
き
材
料
の
吟
味
か
ら
庭
石
に
至
る
ま

S

圃
圃
園
E
=
=
E
・
・
・
=
=
E
=
・
-
・
圃
・
室
町
=
-
E
・
圃
・
E
E
z
-
-
回
園
田
・
2
z
-
=
-

(
注
)
踏
切
は
一
種
、
三
種
、
四
種
-

が

あ

り

ま

す

。

そ

の

合

計

の

数

を

記

一

日

l

h

F

E

，

入

し

て

く

だ

さ

い

。

一

…

ゎ

ド

ー

に

の

.MW

一
種
:
踏
切
保
安
孫
の
い
る
踏
切
お

5

1

聖
路
大
冊
小
学

g
r事

よ
び
箸
報
機
と
自
動
し
ゃ
断
一
日

機
が
つ
い
て
い
る
踏
切
一
日

三
種
・
警
報
機
が
つ
い
て
い
る
踏
切
一
日

四
積
保
全
設
備
の
な
い
踏
切
一
明

(
踏
切
内
に
補
装
の
あ
る
も
一
w

の

)

一

四

踏
切
で
は
、
必
ず
停
っ
て
列
車
の
来
一
日

な
い
事
を
確
か
め
て
か
ら
通
り
ま
し
ょ
石

う

。

一

向

す
乙
し
遠
白
り
で
も
、
警
報
機
の
あ
一
向

る
踏
切
を
通
り
ま
し
ょ
う
。
一
四

踏
切
で
、
エ
ン
ス
ト
し
た
り
、
脱
輪
一
面

レ
た
時
は
先
ず
、
列
車
を
止
め
る
手
配
Z

を
と
り
ま
し
ょ
う
。

母
子
会
キ
ャ
ン
プ

新
谷
中
学
校
三
年

徳

本

千

恵

子

は
じ
め
て
会
っ
た
の
に

身
の
回
り
の
世
話
を
す
る
ホ

l
ム
ヘ
ル
パ

l

市立新谷中学校章

い
っ
し
ょ
に
笑
う
と
と
が
で
き
た

は
じ
め
て
話
レ
た
の
に

何
で
も
う
な
ず
い
て
く
れ
た

学
校
で
も
、
町
で
も

た
く
さ
ん
の
人
が
い
る
の
に
l

こ
ん
な
ふ
う
に

人
と
手
を
つ
な
げ
る
な
ん
て
:
・
。

暖
か
い
心
の
有
ひ
ら
に
包
ま
れ
て

私
は
う
れ
し
く
て

涙
が
出
た

空
の
星
に
向
か
っ
て

「
お
と
う
さ
ん
、
私
は
お
母
さ
ん

を
助
け
て
が
ん
ば
り
ま
す
」

と
叫
ん
だ
。

「評」千恵
子
さ
ん
は
、
世
の
中
の
一

ひ
ら
の
「
心
の
花
び
ら
」
に
な

り
ま
し
た
。
星
が
、
世
の
中
を

じ
っ
と
見
つ
め
て
い
ま
す
。

同
校
教
諭
兵
頭
史
彦

感

電

事

故

に

ご
注
意



る

た

め

、

社

会

福

祉

事

業

に

貢

献

し

て

も

し

こ

の

人

た

ち

の

一

言

う

よ

う

に

参

い

ま

す

。

加

し

な

か

っ

た

人

に

現

金

で

そ

の

費

用

こ

れ

は

、

「

仲

間

民

の

た

す

け

あ

い

」

を

支

払

っ

た

と

レ

ま

す

と

、

参

加

し

な

の

と

う

と

い

精

神

を

も

と

と

し

て

仔

な

か

っ

た

人

は

も

ち

ろ

ん

、

参

加

し

た

人

わ
れ
て
い
ま
す
o

目
最
近
の
会
社
で
は
、
社
員
旅
行
な
ど
一
全
員
に
対
し
て
も
、
給
与
の
支
払
い
が

こ

の

機

会

に

、

各

ご

家

庭

で

も

、

職

一

一

あ

っ

た

も

の

と

し

て

課

税

さ

れ

ま

す

。

一
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
欠
か
せ
な
い
一

場
で
も
、
み
ん
な
が
、

ζ
の
運
動
に
参
一
行
事
の
二
J

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
特
一
芝
、
日
事
宿
直
な
ど
勤
務
先
の

加
し
、
一
人
で
も
雪
崩
に
、
輝
く
一
に
賢
人
々
を
か
か
え
た
会
社
は
雲
一
都
合
で
社
員
旅
行
に
参
加
し
な
か
っ
た

乙
と
し
も
、
国
民
総
ぐ
る
み
運
動
と
一
乙
と
し
で
二
十
六
回
を
む
か
え
た
こ
こ
の
募
金
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
お
一
吉
羽
根
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
一
使
っ
て
い
る
よ
う
で
す
o

オ
に
、
費
用
の
椙
当
額
を
支
払
っ
た
場

レ
て
行
な
わ
れ
る
赤
い
羽
根
の
共
同
募
一
の
運
動
も
、
年
々
充
実
し
て
、
今
日
の
金
は
、
朋
る
く
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
一
大
洲
市
共
同
募
金
会
一
と
こ
ろ
が
、
「
お
酒
は
飲
め
な
い
か
一
合
に
は
、
そ
の
人
に
だ
け
給
与
を
ま

一

一

こ

乙

と

に

な

り

ま

す

。

金

が

、

十

月

一

日

か

ら

、

全

国

一

斉

に

一

社

会

に

欠

く

こ

と

の

で

き

な

い

重

要

な

一

一

ら

」

あ

る

い

は

「

さ

わ

ぐ

乙

と

が

好

き

一

行
な
わ
れ
ま
す
。
一
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一

A
L
i
p
-
r」
」

、

/

一

で

な

い

か

ら

」

と

い

っ

て

「

社

員

五

楽

し

い

旅

行

を

一

服

川

を

ま

L
く

一

に

行

か

な

い

か

わ

り

に

そ

の

分

だ

け

と

い

づ

れ

に

レ

て

も

社

員

の

親

ぼ

く

労

一
金
で
も
ら
い
た
い
」
と
一
一
一
日
う
人
が
あ
り
一
働
意
欲
の
向
上
、
し
い
て
は
企
業
の
発

大

洲

農

高

生

が

汗

を

流

す

一

ま

す

o
こ
の
よ
う
な
場
合
税
金
と
の
炭
に
つ
な
が
る
社
員
旅
行
は
、
そ
の
意

一
関
係
は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
、
ち
ょ
義
を
よ
く
理
解
し
て
全
員
が
参
加
で
き

九
月
九
日
午
後
一
時
か
ら
大
洲
農
業
二
時
間
、
草
刈
り
や
ゴ
ミ
集
め
を
い
た
一
っ
と
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
る
楽
し
い
も
の
に
し
た
い
も
の
で
す
。

高

等

学

校

の

生

徒

四

百

七

十

名

に

よ

る

し

ま

レ

た

。

一

こ

ん

な

場

合

は

課

税

大

洲

税

務

署

奉
仕
作
業
で
、
肱
川
の
両
院
は
水
郷
-
公
生
徒
の
一
人
は
「
間
分
た
ち
の
乙
v

つ一

[
|
1
1
1
1
1
1
1
1
l

闘
に
ふ
さ
わ
し
く
、
美
し
い
環
境
に
姿
一
し
た
さ
さ
や
か
な
奉
仕
活
動
で
市
民
の
一

を

一

変

し

ま

し

た

。

一

い

こ

い

の

場

、

観

光

客

に

、

う

る

お

い

一

生

ワ

ク

チ

ン

乙
れ
は
、
土
に
親
レ
み
勤
労
を
費
三
与
え
る
肱
川
が
美
し
く
な
っ
た
事
を
一
投
与

と
い
う
農
業
高
校
生
の
あ
り
方
を
郷
土
で
つ
れ
レ
く
思
い
ま
す
。
肱
川
は
み
ん
な
一

の
美
化
作
業
と
い
う
形
で
、
生
徒
会
が
一
の
財
産
で
す
。
い
つ
い
つ
ま
で
も
、
美
一
昭
和
四
十
七
年
下
半
期
の
生
ワ
ク
チ

実
践
し
た
も
の
で
す
。
一
し
い
姿
で
保
護
し
て
い
き
た
い
も
の
で
一
ン
投
与
を
、
次
の
日
程
で
行
な
い
ま
す

当
日
は
、
作
業
着
に
作
業
帽
、
手
に
一
す
」
と
、
郷
土
を
美
し
く
す
る
乙
と
へ
一

一

一

一

、

該

当

者

手
に
カ
マ
、
一
ア
ミ
な
ど
を
持
ち
、
肱
南
一
の
誇
り
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
一
昭
和
四
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
昭
和

肱
北
両
グ
ラ
ン
ド
の
え
ん
堤
な
ど
を
約
一
市
商
工
観
光
課
一
四
十
七
年
六
月
三
十
日
ま
で
に
生
ま

一
れ
た
者
。

士
一
、
臼
程

対
象
地
区
月
日
場
所

蔵
川

ω月
間
日
蔵
川
公
民
館

大

川

タ

凶

日

大

成

h
y

平
野
ん
ゲ
ヂ
平
野
連
絡
所

新

谷

ヂ

ヂ

罫

似

合

9

八
多
喜
ク
お
国
八
多
喜
ん
ア

南
久
米
o
m
m日
南
久
米
ヂ

菅
回
。
初
日
菅
問
ム
グ

上
須
戒
タ
ヂ
上
須
戒
ク

(2) 

さ

和 47年 9月1 日

主主
仁コ

ヲレ

包ご

11 

意

ん

の

み

な

昭法主

観
光
作
文
を
募
集

子行捗H7三第 199号

農

事

メ

栗

栽

培

栗
の
栽
培
は
急
速
に
伸
び
て
、
面

積
約
六
O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
年
間
出

荷
量
は
八
0
0ト
ン
に
達
し
県
下
で

は
最
大
の
産
地
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
栗
園
と
は
言
い
難
く
、
栗
林

ま
た
は
粟
山
と
表
現
し
た
ほ
う
が
良

い
よ
う
な
放
任
栽
培
が
目
立
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
特
に
土
嬢
管
理
面

か
ら
み
た
、
新
し
い
草
生
栽
培
に
つ

い
て
紹
介
レ
ま
し
ょ
う
。

草
生
栽
培
の
方
法

O

草
種
と
播
種

章
種
の
条
件
と
し
て
は
、
一
年
生

hve栓
E
E
E
F
-
-

機
械
故
障
の
原
因
に
な
る
と
と
も
あ
り
一
十
)
が
多
い
の
で
、
記
憶
に
頼
っ
て
ダ

ま
す
。
そ
の
た
め
に
と
ん
で
も
な
い
と
一
イ
ヤ
ル
す
る
と
途
中
で
番
昇
を
忘
れ
て

乙
ろ
へ
つ
な
が
っ
て
も
、
度
数
計
(
料
一
し
ま
い
、
電
話
番
号
を
確
か
め
よ
う
と

金
を
表
わ
す
計
器
)
は
遠
慮
な
く
回
転
一
す
る
と
、
ダ
イ
ヤ
ル
間
隔
が
長
く
な
る

レ
ま
す
。
同
時
に
間
違
っ
て
呼
び
出
さ
一
(
ダ
イ
ヤ
ル
間
隔
を
五
秒
以
上
あ
け
る

ー
ダ
イ
ヤ
ル
は
指
止
め
ま
で
正
確
こ
一
れ
た
相
手
に
大
霊
感
を
か
け
ま
す
。
一
)
と
話
中
音
が
で
て
し
ま
い
、
か
け
直
昭
和
平
七
年
度
自
動
車
税
(
第
二

ダ

オ

泣

3
3百
弓
州
一
町
の
声
で
も
間
違
い
電
話
で
因
る
と
い
一
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
と
に
な
り
守
一
期
分
)
の
納
期
が
ま
い
り
ま
し
た
。

一
う
人
が
十
軒
中
一
軒
は
あ
り
ま
す
。
一
で
す
か
ら
電
話
を
か
け
る
首
b
相
手
一
納
期
限
十
月
三
十
一
日
(
火
)

り
ま
す
l

一
経
済
的
に
も
時
間
的
に
も
ロ
ス
で
す
。
一
の
電
話
番
号
を
確
か
め
て
メ
モ
を
み
な
一
納
付
場
所
伊
予
銀
行
愛
媛
相
互
銀

う

時

円

り

い

い

ι日
日
U
一
電
話
の
じ
よ
う
ず
な
か
け
万
は
、
ま
す
ら
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
一
行
、
郵
便
局
、
県
事
務
所

せ
ん
。
善
意
「
ど
う
ぞ
ダ
イ
ヤ
ル
一
ず
受
話
器
主
に
あ
て
「

y
!と
と

一

ぅ

。

大

洲

電

報

電

喜

一

忘

れ

な

い

よ

う

置

に

納

め

ま

し

ょ

し
て
く
だ
さ
い
」
の
合
図
で
す
。
一
い
う
音
を
聞
い
て
か
ら
、
指
止
め
ま
で
一

l

i

l

-

-

-

一
ぅ
。

ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
き
指
の
か
わ
り
に
一
正
僚
に
回
レ
、
自
然
に
離
す
と
と
で
一
郵
政
外
務
相
員
一

l

l

i

l

-

-

一
エ
ン
ピ
Y
で
回
し
た
り
、
指
止
め
ま
で
一
す
o

電

話

交

換

機

は

ダ

イ

ヤ

ル

の

戻

る

一

を

募

集

て

一

ュ

l
ク

ロ

ー

バ

ー

一

回

さ

ず

い

い

か

げ

ん

の

と

こ

ろ

で

指

を

一

速

さ

に

対

応

し

て

働

く

の

で

す

。

一

一

保

険

が

誕

生

一
離
し
た
り
、
ム
リ
に
早
く
戻
し
た
り
す
一
ダ
イ
ヤ
ル
市
外
通
話
を
す
る
と
き
は
一
四
国
郵
政
局
で
は
、
四
国
お
よ
び
東
一

一
る
と
間
違
っ
た
と
乙
ろ
に
つ
な
が
っ
て
一
電
話
番
号
の
ケ
タ
数
(
九
、
ま
た
は
一
京
、
大
阪
方
面
に
勤
務
す
る
郵
政
外
務
一
変
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
も
す
で
に

I
H
-
-
H・
H
・
-
一
一
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
一
全
国
で
一
万
人
を
乙
え
ま
し
た
。

っ
て
土
地
を
覆
い
、
土
援
の
流
亡
、
一
二
受
験
資
絡
は
、
勤
務
希
望
地
が
四
国
一
こ
の
よ
う
な
時
代
に
乙
た
え
る
た
め

干
害
の
防
止
に
も
役
立
ち
ま
す
。
レ
一
こ
の
か
た
は
三
十
才
以
下
の
男
子
、
東
京
一
簡
易
保
険
で
は
九
月
一
白
か
ら
(
新
し

た
が
っ
て
下
刈
り
労
働
が
非
常
に
少
一
一
一
方
面
の
か
た
は
三
十
五
オ
以
下
の
男
一
い
)
働
き
ざ
か
り
の
か
た
を
対
象
と
レ

な
く
て
す
む
ば
か
り
で
な
く
有
機
物
一
一
一
子
、
大
阪
方
面
の
か
た
は
二
十
五
オ
以
一
て
「
一
一
ュ

l
ク
ロ
ー
バ
ー
保
険
」
が
誕

の
給
補
に
な
り
、
土
壌
の
物
理
的
性
一
一
一
一
卜
の
男
子
(
独
き
で
学
歴
は
聞
い
ま
一
生
し
ま
し
た
。

質

や

、

土

援

自

体

の

も

つ

化

学

的

な

一

=

せ

ん

。

一

乙

の

簡

易

保

険

で

、

詳

し

い

ζ

毒

性
質
な
ど
に
活
性
を
与
え
る
乙
と
に
三
受
付
期
限
は
九
月
三
十
日
ま
で
、
受
一
も
よ
り
の
郵
便
局
へ
お
た
ず
お
く
だ
さ

な
り
ま
す
。
な
お
一
一
回
播
種
し
て
お
一
一
一
験
方
法
、
採
用
条
件
な
ど
詳
し
い
こ
と
一
い
。

同

υ
ば
次
年
度
か
ら
は
、
種
子
が
自
然

に
落
下
し
て
発
芽
し
、
毎
年
播
種
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
発
芽
の

む
ら
が
で
き
る
の
で
そ
の
部
分
を
補

正
す
る
意
味
で
追
播
き
を
す
る
よ
う

に
レ
て
く
だ
さ
い
。

社
員
旅
行
と

税
金

470名の奉仕活動モ

の

新

技

術

の
も
の
で
栗
の
収
穫
期
に
は
枯
れ
て

レ
ま
う
草
(
イ
タ
D
ア
ン
一
フ
イ
グ

一
フ
ス
)
が
適
す
る
。
栗
の
収
穫
後
(

九
月
下
旬

i
十
月
下
旬
)
に
十
ア

ー
ル
当
り
一
一

i
一
一
寸
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
散

播
す
る
。
落
葉
を
初
め
て
か
ら
で

は
、
種
子
が
土
と
な
じ
ま
な
い
の
で

発
芽
が
慈
く
な
り
、
発
芽
を
よ
く
す

る
た
め
に
は
、
管
理
機
か
ク
ク
で
軽

く
浅
く
混
ぜ
る
か
、
降
雨
の
前
後
に

播
く
o
O

管
理

追
肥
を
九
月
上
旬
、
基
肥
を
一
月

市
民
会
館

柳
沢
連
絡
所

三

善

ヂ

市
保
険
衛
生
課

大
洲
叩
月
hu
日

柳

沢

タ

ク

三
善

hv

タ

じ
よ
う
ず
な
電
話
の

か
け
方

(
そ
の

E

中
旬
に
施
用
す
る
場
合
は
、
草
生
の

た
め
に
特
別
に
増
施
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
で
き
れ
ば
五
月
下
旬

に
刈
倒
し
て
お
く
と
、
仕
上
げ

刈
り
や
粟
拾
い
作
業
が
楽
に
な
り
ま

す。。

効

果

放
任
栽
培
の
栗
罰
で
は
、
小
笹
、

チ
ガ
ヤ
等
、
夏
草
の
宿
根
性
雑
草
が

多
く
繁
茂
レ
、
冬
の
聞
に
生
育
す
る

イ
タ

D
ア
ン
の
た
め
に
生
育
が
抑
制

さ
れ
て
、
一

i
二
年
間
で
株
が
絶

え
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
タ

H
J
ア
ン
で
あ
れ
ば
、
突
の
収
穫
期

に
は
冬
草
で
あ
る
た
め
に
枯
死
す
る

乙
と
に
な
り
、
夏
の
聞
も
枯
草
と
な

大
洲
市
指
定
天
然
記
念
物

の

丸

松

並

木

大
洲
農
業
改
良
普
及
所

…
防
衛
庁
で
は
、
防
衛
大
学
生
、
看
護
学
生
(
女
子
)
を
、
次
に
よ
り
募
一

-
集
し
て
い
ま
す
。

…
応
募
受
付
防
衛
大
学
生
看
護
学
生

m月
2
日
1
日
月
4
日

一

-
自
衛
隊
生
徒
(
中
学
卒
十
六
才
ま
で
)
日
月
1
日
1
ロ

月

お

日

一

一
応
募
資
格
等
詳
し
い
こ
と
は
、
自
衛
隊
大
洲
分
駐
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
一

大
洲
高
等
学
校
東
下
の
道
路
上
に

ふ
川
兆
に
並
び
、
三
ノ
丸
加
藤
家
お
よ

び
森
剛
氏
挺
内
に
あ
り
、
こ
の
並
木

は
全
部
ク
ロ
マ
ツ
で
あ
る
。

樹
齢
は
凡
そ
一
五
O
年
、
由
緒
あ

る
歴
史
上
の
遺
物
で
あ
る
の
み
な
ら

ず
、
風
景
葵
の
上
に
最
も
重
要
な
る

存
在
で
あ
る
。

前
年
マ
ツ
ケ
ム
シ
の
発
生
に
よ
り

一
時
大
い
に
衰
弱
レ
た
る
も
、
そ
の

駆
除
に
よ
り
目
下
回
復
の
状
態
に
あ

り
、
も
し
そ
の
保
護
を
怠
れ
ば
虫
害

に
よ
り
次
第
に
そ
の
影
を
失
う
に
至

る
恐
れ
も
あ
り
、
乙
ぞ
っ
て
保
護
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。市
教
育
委
員
会

三
の
丸
松
並
木

は
、
お
近
く
の
郭
便
局
ヘ
お
問
い
あ
わ

せ
く
だ
さ
い
。

大
洲
箆
便
局

自
動
車
税
の
第

二
期
分
刊
月
別
日
ま
で
に

自

衛

官

募

集

9
月
お
目
安
達
川
和
④
2
6
3
5

城
一
戸
眼
斜
ヂ
3
0
0
8

んγ
μ
日
開
叩
同
小
児
科
タ
2
0
2
4

鎌
田
隈
婦
税

0
2
7
5
3

同
月
1
日
浦
岡
小
児
斜

9
2
0
2
4

鍬
回
産
婦
科

9
2
7
5
3

9
'
8日
村
上
外
斜
ん
7
2
2
6
2

城
戸
限
斜
ク

3
0
0
8

ヂ

ω日
安

達

内

斜

ヂ
2
5
3
5

藤
本
外
斜
ん
ゲ
2
3
1
0

b
y

日
日
清
水
内
斜
ヂ
2
0
1
7

有
国
産
婦
斜
ん
7
2
3
4
7

ヂ

刀

日

間

部
M
H
創

タ

4
3
7
5

岡
本
耳
鼻
斜
ヂ

3
7
5
2

診
療
時
間
午
前
八
時
半
1
午
後
六
時

川
川
山
山
山
川
山
川
山
川
山
川
川
川
川
山
山
川
山
山

V

図
壷
健
医
駅
開

l
新
内
図
書
案
内
t

臼
本
外
焚
史
(
鹿
島
守
之
助

l
幕
末
外
交

2
条
約
改
汗
岡
題

3
近
偽
諸
同
及
び
領
土
問
題

4
日
清
戦
争
と
三
国
干
渉

5
支
那
に
お
け
る
列
強
の
角
逐

6
第
一
回
日
英
同
盟
と
そ
の
前
後

7
白
露
戦
争

8
第
二
回
日
英
間
盟
と
そ
の
時
代

9
第
三
回
目
実
問
盟
と
そ
の
時
代

日
第
一
次
世
界
大
戦
参
加
及
び
協
力

問
題

日
本
万
国
博
民
会
会
式
記
録
1
1
3

八
堂
山
(
西
条
市
教
育
委
員
会
)

図
書
館
講
習
資
糾

3
訂
版
)

伊
予
史
談
第
二

O
六
号

明
治
文
学
樋
口
一
葉
集

紙
手
芸
(
エ
キ
グ
チ
ク
ニ
オ
)

蛇
・
ト
カ
ゲ
'
亀
・
ヲ
一
一
(
高
田
)

雑
学
事
典
(
毎
日
新
聞
社
編
)

続
雑
学
事
典

(

H

)

般
若
心
経
入
門
(
松
原
泰
道
)

魂
を
植
え
る
教
育
(
石
田
町
慎
太
郎
)

日
本
人
は
ど
と
か
ら
来
た
か
樋
口

女
の
子
の
撲
け
方

F

浜
尾
実
)

お
か
あ
さ
ん
第
一
集
(
高
峰
三
枝
子

お
ヨ
メ
に
行
く
と
き
読
む
本
(
酒
井

女

の

頭

と

心

源

氏

鶏

太

)

ム
Y
ゴ
ロ
ワ
の
無
人
島
記
畑
正
憲

ム
Y
ゴ
ロ
ワ
の
結
婚
記
(
ク
)

さ
よ
な
ら
快
傑
黒
頭
巾
(
庄
司
薫
)

仔

揺

れ

(

古

井

由

吉

)

死

の

島

下

(

福

永

武

彦

)

歴
史
の
旅
瀬
戸
内
(
杜
山
悠
)

点
と
線
の
歴
史
を
ゆ
く
(
尾
崎
秀
樹

迷
路
の
旅
人
(
倉
橋
明
美
子
)

鳩

を

撃

つ

(

五

木

寛

之

」


